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今回の学習内容は、「相対参照で記録」と「くり返しマクロ」。「くり返し」は、マクロの

もっとも得意とするところ。「同じことを何百回もくり返す」というようなマクロを作

る、第一歩です。 

 

１．絶対参照で記録 

①エクセルで、新規ブック

を作成してください。前回

作成したファイルから、

「会員名簿」をコピーし、

「会員番号」列と「BMI」

列を追加します。 

 

 

 

②「ある会員の氏名欄を選択した状態でマクロを実行すると、その会員の BMIが計算さ

れる」というマクロを作ってみます。次の作業手順を、実行してみてください。 

(1) B7セルを選択。 

(2) F7セルに移動。 

(3) 「=E7/(D7/100)^2」という数式を入力。 

(4) B7セルに戻る。 

 

③F7セルの数式を削除して、B7セルを選択します。②の(2)～(4)の内容を「BMI計算」

という名前のマクロとして記録してください。 

 

④Visual Basic Editor

（VBE）を起動し、マク

ロを見てみましょう。右図

のようになっていますか。 

  

マクロの初歩（４） 

「マクロ」というのは、作業を自動的に実行させる機能で、エクセルのもっとも優れた

部分。「エクセルで表を作成したり、関数で合計を計算させたりできるようになった。マ

クロにもチャレンジしてみたい。」そんなかたのための、入り口用テキストです。 
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⑤では、実際にマクロを動かしてみましょう。F7セルの内容を削除して、B7セルを選択

しておきます。「開発」タブ→「マクロ」→「BMI計算」を選んで「実行」。武藤さんの

BMIが計算されましたか。 

⑥再度 F7セルの内容を削除して、今度は中井さんの BMIを計算してみましょう。B10

セルを選択して、「BMI計算」を実行してください。なぜか、武藤さんの BMIが計算さ

れてしまうはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

２．相対参照で記録 

①F7セルの内容を削除して、B7セルを選択します。「開発」タブ→「マクロの記録」→

「BMI計算 2」というマクロ名を入力して「OK」。 

②「開発」タブ→「相対参照で記録」ボタンを押した状態にします。 

③１②(2)～(4)の手順をおこなったら、「記録終了」。 

④VBEで、「BMI計算 2」マク

ロを見てみましょう。右図のよ

うになっていますか。 

 

 

 

⑤B10など、ほかの会員の氏名欄を選択した状態で、「BMI計算 2」マクロを実行してみ

てください。 

 

 

３．くり返しマクロ（１） 

くり返しマクロを使って、A4～A12 セルに、番号を入力するマクロを作ってみます。 

①「開発」タブ→「マクロの記録」→「会員番号の入力」というマクロ名を入力して

「OK」。 

②つぎの手順を、実行します。 

(1) A4セルを選択。 

(2) 「相対参照で記録」ボタンを押す（押されている状態ならそのまま）。 

(3) 「1」と入力して、Enter。A5セルが選択された状態にする。 

③「記録終了」。 

  

絶対参照と相対参照 

エクセルの初期状態では、マクロは「絶対参照で記録」されるようになっています。

「絶対参照」だと、「カーソルがどこにあるかにかかわらず、セル番地が記録され」ま

す。マクロは、「F7セルに数式を入力する」となっており、カーソルがどこにあって

も、武藤さんの BMIが計算されてしまいます。 
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④VBEで、「会員番号の入力」マク

ロを見てみましょう。 

(1)A4セルを選択 

(2)そのセルに「1」を入力 

(3)１つ下のセルを選択 

という意味です。 

 

⑤(2)の前に「For i=1 to 9」という

行を、(3)の後に「Next i」という行

を、入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「開発」タブ→「マクロ」→「会員番号の入力」マクロを実行してみましょう。 

 

あれ？ 1ばっかり入力されましたね。(2)のところで、「そのセルに「1」を入力しろ」と

書かれているためです。 

 

⑦(2)の「”1”」を、「i」に書き換えま

す。これで、「くり返し 1回めは

「1」、2回めは「2」、…」というよ

うに入力されます。 

 

 

 

再度、「会員番号の入力」マクロを実行してみましょう。1～9の番号が入力されました

か。 

 

(1) 

(2) 

(3) 

For ～ Next 

くり返しの命令です。「For i=1 to 3 ～ Next i」は、「iの値を 1からスタートして、

3になるまで、「～」の作業をくり返す」という意味です。「i」のことを「カウンター」

といいます。（別に「i」でなくても、「j」「k」「番号」などの名前でもかまいません。 

(1) 

 

(2) 
(3) 


